








 

研究目的 

 超音波診断装置の産科臨床への普及はめざましく,ことに,パルス波を用いた

手動走査,あるいは高速電子走査型の断層装置は日常臨床に不可欠のものとな

りつつある。しかし,これら装置の安全性については従来から検討はされてきた

ものの超音波ドップラー法などの連続波の場合とことなり,その音響強度,ある

いは出力の測定についても多くの間題点が残されているのが実情である。 

 その意味で,われわれは生体に対する照射実験にさきだって,現段階で臨床用

に使用されている各種探触子の出力特性について検討したので報告する。 


